
                     

本格的な味をお値打ちに

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

好
評
の
バ
ザ
ー
や
健
康
コ
ー
ナ
ー
�

区
内
で
活
動
す
る
３８
組
が
参
加

�
・�
日

守
山
文
化
祭

Ｏ
Ｎ

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ

金
城
学
院
大
学
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
来月９日

                     

さ
ま
ざ
ま
な
味
を
食
べ
放
題

で
楽
し
め
る
「
あ
い
び
ー
」

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
＆
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
　
あ
い
び

ー
　
　
　
　
　
　
　
　

　
瀬
戸
市
白
山
町
一
ノ

一
八
ノ
二
　
　
　
　
　

　
旬
の
食
材
を
使
っ
た
和
・

洋
食
な
ど
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー

を
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
で
、
ま

た
本
格
的
な
味
を
値
打
ち
に

楽
し
め
る
と
評
判
の
店
。

　
調
理
は
、
京
料
理
の
板
前

を
は
じ
め
キ
ャ
リ
ア
三
十
年

の
料
理
長
が
担
当
。
味
は
も

ち
ろ
ん
、
接
客
や
清
潔
感
を

重
視
し
た
店
づ
く
り
を
心
掛

け
て
い
る
の
だ
と
か
。

　
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
（
二
時
間
食

べ
放
題
、
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付

き
、
税
別
）
は
三
千
円
、
小

学
生
二
千
円
、
幼
児
無
料
。

刺
し
身
や
天
ぷ
ら
、
パ
ス
タ

ほ
か
〝
出
来
た
て
〟
を
追
加

料
金
な
し
で
注
文
で
き
る
の

も
魅
力
の
一
つ
で
、
未
成
年

の
人
に
限
り
ソ
フ
ト
ド
リ
ン

ク
は
飲
み
放
題
。

　
宴
会
予
約
向
け
に
は
食
べ

放
題
・
飲
み
放
題
コ
ー
ス
も

あ
る
。
「
従
来
の
バ
イ
キ
ン

グ
や
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
が
苦
手
な

方
に
も
ご
満
足
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
」
と
同
店

社
長
の
岩
元
香
奈
美
さ

ん
�
�
。

　
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
は
金
・

土
・
日
曜
の
週
三
日
、

午
後
五
時
―
同
十
一

時
。
※
月
・
火
・
水
・

木
曜
は
貸
し
切
り
予
約

の
み
。
☎
０
５
６
１

（
�
）
１
８
３
４
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
＝ｉ
ｖ
ｙ―
ｓ

ｅｔ
ｏ．ｊｉ
ｍ
ｄ
ｏ．
ｃ
ｏ
ｍ

　
応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

　
本
コ
ー
ナ
ー
（
応
募

時
で
二
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
対
象
）
で
は
受
け

付
け
順
に
全
て
の
方
を

紹
介
し
、
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た

は
メ
ー
ル
で
。
本
人
一

人
で
写
っ
て
い
る
写
真

（
返
却
は
い
た
し
ま
せ

ん
）
の
ほ
か
①
住
所
②

氏
名
・
ふ
り
が
な
③
性

別
④
生
年
月
日
⑤
保
護

者
名
⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦

電
話
番
号
⑧
お
近
く
の

中
日
新
聞
販
売
店
名
を

書
き
添
え
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂

町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー

ム
ニ
ュ
ー
ス
「
元
気
く

ん
・
ち
ゃ
ん
」
係
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に

「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ

ん
」
、
本
文
に
①
か
ら

⑧
、
写
真
デ
ー
タ
を
添

付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ

ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ

ｐ
（
携
帯
の
絵
文
字
は

使
用
不
可
で
す
）＝
へ
。

画
質
に
よ
っ
て
は
掲
載

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
西
谷
　
茉
桜
ち
ゃ

ん
（
に
し
た
に
・
ま

お
）
Ｈ
�
・
３
・
�

生
ま
れ
＝
深
沢
１
＝

　▽寝返りも上手になったね�

笑顔いっぱい、大きくなぁれ�

多くの出演者が登場する「ス
テージ発表」も行われる

練習の成果を披露する舞台「守
山文化祭　ＯＮ　ＳＴＡＧＥ」

音色を変えるいろいろな
奏法もハンドベルの魅力

　
金
城
学
院
大
学
ハ
ン
ド
ベ
ル

ク
ワ
イ
ア
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
」
（
中
日
新
聞
社
な

ど
後
援
）
が
十
二
月
九
日

（
土
）
、
同
大
＝
大
森
二
＝
ア

ニ
ー
・
ラ
ン
ド
ル
フ
記
念
講
堂

で
開
か
れ
る
。
午
後
五
時
半
開

演
、
同
四
時
四
十
五
分
開
場
。

　
同
大
グ
ル
ー
プ
の
前
身
は
、

一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年

に
金
城
学
院
中
で
日
本
初
と
し

て
誕
生
し
た
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ

イ
ア
。
現
在
は
一
―
四
年
生
二

十
四
人
が
在
籍
し
、
社
会
福
祉

施
設
で
の
演
奏
や
世
界
大
会
へ

の
参
加
な
ど
も
し
て
い
る
。

　
今
回
の
曲
目
は
「
ク
リ
ス
マ

ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
「
花

の
ワ
ル
ツ
」
ほ
か
全
十
六
曲
。

協
力
や
思
い
や
り
…
仲
間
と
心

を
一
つ
に
す
る
こ
と
で
初
め
て

奏
で
ら
れ
る
と
い
う
演
奏
を
披

露
す
る
。
「
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
美

し
い
音
色
を
、
ぜ
ひ
聴
き
に
き

て
く
だ
さ
い
」
と
部
長
の
宮
下

奈
々
さ
ん
（
四
年
）
。

　
チ
ケ
ッ
ト
（
全
席
自
由
、
未

就
学
児
は
入
場
不
可
）
は
千
五

百
円
。
金
城
学
院
大
学
の
窓
口

を
は
じ
め
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
ス

ポ
ッ
ト
や
主
要
コ
ン
ビ
ニ
で
も

取
り
扱
っ
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
同
大
ハ
ン
ド

ベ
ル
ク
ワ
イ
ア
＝
携
帯
０
８
０

―
４
５
４
９
―
６
１
３
９
（
平

日
、
午
前
九
時
半
―
午
後
五

時
）
＝
へ
。

　
緑
樹
歌
会

　
　
　
　
　
　
岡
　
美
沙
子
選

地
下
鉄
で
動
物
園
に
赴
き
て
コ

ー
ヒ
ー
飲
み
つ
つ
楽
し
み
て
い

る
　
　
　
　
　
　
深
水
　
十
馬

立
ち
か
へ
る
記
憶
は
象
の
檻
の

前
、
初
め
て
君
の
手
に
触
れ
た

り
き
　
　
　
　
　
高
橋
　
正
幸

く
ぐ
も
り
て
哭
く
ご
と
き
声
聞

や
す

こ
え
来
も
獣
園
近
き
宿
に
寝
め

ば
　
　
　
　
　
　
柴
崎
　
郁
子

水
吐
き
て
く
ね
る
ホ
ー
ス
を
蛇

か
と
も
目
を
凝
ら
し
見
る
ビ
オ

ト
ー
プ
に
て
　
　
松
原
　
弘
子

秋
ゆ
ふ
べ
動
物
園
の
ほ
ら
穴
に

ま
な
こ

眼
ひ
か
ら
せ
狼
の
吼
ゆ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
岩
田
佐
智
子

ア
シ
カ
か
ら
離
れ
ず
に
い
た
子

の
姿
動
物
園
の
写
真
に
残
る
　

　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
勝
子

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン

パ
ン
ダ
の
仔
名
は
香
香
と
決
ま

り
た
り
動
物
園
は
込
み
合
ふ
な

ら
む
　
　
　
　
　
加
藤
　
静
子

う
す
紅
の
芙
蓉
咲
き
継
ぐ
こ
の

家
に
人
の
住
ま
ね
ど
猫
が
出
入

り
す
　
　
　
　
　
加
藤
　
繁
子

百
日
紅
二
百
十
日
の
風
凌
ぎ
く

た

れ
な
ゐ
闌
く
る
花
の
あ
か
る
さ

　
　
　
　
　
　
　
菊
池
　
隆
子

ま

み

あ
ざ
や
か
な
深
紅
の
鶏
頭
目
見

に
映
ゆ
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
の

行
き
先
き
さ
き
に

　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
広
子

床
き
し
む
音
も
な
つ
か
し
移
築

さ
と

な
く
毀
さ
れ
た
り
し
郷
の
母
校

の
　
　
　
　
　
　
中
村
不
早
子

サ
バ
ン
ナ
の
記
憶
還
る
や
風
わ

う

そ

く

た
る
檻
の
右
側
に
吼
ゆ
る
ラ
イ

オ
ン
　
　
　
　
　
岡
　
美
沙
子

　
毎
年
恒
例
、
三
十
四
回
目
の

「
守
山
区
福
祉
ま
つ
り
」
が
、

あ
す
十
二
日
（
日
）
午
前
十
時

―
午
後
三
時
、
ア
ク
ロ
ス
小
幡

＝
小
幡
南
一
、
名
鉄
瀬
戸
線
小

幡
駅
前
＝
で
開
か
れ
る
。

　
〝
誰
で
も
参
加
で
き
る
ま
つ

り
〟
と
し
て
、
区
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会
や
社
会
福
祉

協
議
会
ほ
か
同
実
行
委
員
会
が

催
す
も
の
。
毎
回
好
評
の
バ
ザ

ー
、
食
べ
物
と
喫
茶
の
模
擬
店

を
は
じ
め
、
血
管
年
齢
や
骨
密

度
測
定
、
歯
科
相
談
な
ど
健
康

コ
ー
ナ
ー
も
並
ぶ
。

　
手
話
・
点
字
・
車
い
す
を
体

験
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
お

も
ち
ゃ
病
院
や
手
芸
教
室
と
い

っ
た
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
も

い
っ
ぱ
い
。
ま
た
午
前
十
一
時

―
午
後
二
時
半
、
守
山
文
化
小

劇
場
で
は
福
祉
関
係
団
体
や
地

域
の
人
ら
に
よ
る
歌
や
踊
り
、

楽
器
演
奏
な
ど
「
ス
テ
ー
ジ
発

表
」
（
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

あ
り
）
が
行
わ
れ
る
。

　
入
場
無
料
、
雨
天
決
行
。
問

い
合
わ
せ
は
守
山
区
社
会
福
祉

協
議
会
＝
☎
（
７
５
８
）
２
０

１
１
＝
へ
。

　
◇
守
山
区
女
性
会
「
作
品
発

表
会
」

　
�
日
（
月
）
後
１
・
�
―
３

・
�
、
�
日
（
火
）
前
�
―
後

３
、
守
山
区
役
所
講
堂
。
※
問

い
合
わ
せ
は
事
務
局
の
区
役
所

地
域
力
推
進
室
☎
（
７
９
６
）

４
５
２
８
へ
。
生
け
花
、
書

画
、
手
芸
、
リ
サ
イ
ク
ル
作
品

な
ど
展
示
。
一
般
対
象
。
無
料

　
◇
レ
モ
ン
展

　
�
日
（
火
）
―
�
日
（
日
）

ま
で
、
前
９
―
後
４
・
�
、
東

谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
☎
（
７

３
６
）
３
３
４
４
。
レ
モ
ン
に

関
す
る
ミ
ニ
知
識
、
情
報
や
解

説
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
。
※
�

日
（
月
）
は
休
園
日
。
無
料

　
◇
移
動
児
童
館
　
ｉ
ｎ
　
志

段
味
地
区
会
館

　
�
日
（
水
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
志
段
味
地
区
会
館
。
※

問
い
合
わ
せ
は
守
山
児
童
館
☎

（
７
９
６
）
１
５
０
１
へ
。
子

育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ち

ゅ
う
り
っ
ぷ
」
に
よ
る
歌
や
お

話
な
ど
〝ふ
れ
あ
い
遊
び
〟の
ほ

か
、育
児
・健
康
相
談
も
。
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
対
象
。
無
料

　
◇
市
民
健
康
講
座
「
皮
膚
の

変
化
と
ス
キ
ン
ケ
ア
」

　
�
日
（
水
）
後
２
・
�
―

４
、
名
古
屋
市
立
東
部
医
療
セ

ン
タ
ー
＝
千
種
区
若
水
一
ノ
二

ノ
二
三
＝
☎
（
７
２
１
）
７
１

７
１
。
皮
膚
・
排
せ
つ
ケ
ア
認

定
看
護
師
の
今
枝
裕
子
さ
ん

が
、
皮
膚
の
変
化
に
よ
る
働
き

の
違
い
や
ス
キ
ン
ケ
ア
方
法
と

い
っ
た
話
を
。
一
般
対
象
、
当

日
先
着
二
百
人
。
無
料

　
◇
お
も
ち
ゃ
病
院

　
�
日
（
金
）
前
�
―
正
午
、

守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

（
７
９
１
）
７
１
６
１
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ど
ん
ぐ

り
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
壊
れ
た

お
も
ち
ゃ
の
修
理
。
一
般
対

象
。
無
料
（部
品
代
の
み
実
費
）

　
◇
ナ
イ
タ
ー
児
童
館
☆
フ
レ

ン
ド
リ
ー
タ
イ
ム
☆

　
�
日
・
�
日
（
金
）
中
学
生

＝
後
５
―
７
、
高
校
生
＝
後
５

―
８
、
守
山
児
童
館
☎
（
７
９

６
）
１
５
０
１
。
友
達
と
の
お

し
ゃ
べ
り
、
卓
球
や
学
校
の
宿

題
を
す
る
な
ど
好
き
な
こ
と
を

し
て
過
ご
す
場
所
と
し
て
。
中

学
生
・
高
校
生
対
象
。
無
料

　
◇
野
の
花
め
ぐ
り
「
紅
葉
と

木
の
実
」

　
�
日
（
水
）
前
�
―
正
午
、

森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新
居
五

一
八
二
ノ
一
＝
植
物
園
内
展
示

館
前
集
合
☎
０
５
６
１
（
�
）

１
５
５
１
。
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
案
内
と
解
説
で
、
園
内

に
自
生
す
る
花
な
ど
を
観
賞
。

一
般
対
象
。
当
日
受
け
付
け
、

雨
天
決
行
。
無
料
（
た
だ
し
、

植
物
園
入
園
料
と
し
て
大
人
一

人
二
百
十
円
要
）

　
◇
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

　
�
日
（
水
）
後
１
・
�
―

３
、
守
山
福
祉
会
館
☎
（
７
９

３
）
６
３
３
０
。
昔
懐
か
し
い

思
い
出
話
を
す
る
と
い
っ
た
回

想
法
の
内
容
で
、
脳
を
生
き
生

き
元
気
に
。
市
内
在
住
、
六
十

歳
以
上
の
人
対
象
。
無
料

　
◇
し
だ
み
寄
席
　
出
張
版
�

　
�
日
（
木
・
祝
）
後
２
・
�

―
３
・
�
、
志
段
味
図
書
館
☎

（
７
３
６
）
６
９
０
７
。
愛
知

大
学
落
語
研
究
会
に
よ
る
寄
席

と
大
喜
利
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

幼
児
―
一
般
対
象
。
無
料
※
同

日
は
「
Ｓ
ｈ
ｉ
ｄ
ａ
ｍ
ｉ
　
Ｔ

ｏ
ｓ
ｙ
ｏ
ｋ
ａ
ｎ
　
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ

ｉ
ｖ
ａ
ｌ
」
と
し
て
、
そ
の
ほ

か
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
あ
り
。

　
◇
ち
い
さ
い
人
向
け
お
は
な

し
会
「
よ
ち
よ
ち
」

　
�
日
（
金
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
守
山
図
書
館
☎
（
７
９

３
）
６
２
８
８
。
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
手
あ
そ
び
、
紙
芝
居

な
ど
。
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

対
象
。
無
料

　
◇
健
康
も
り
モ
リ
ッ
ス
体
操

ク
ラ
ブ
～
運
動
は
〝
元
気
の

薬
〟
～

　
�
日
（
土
）
前
�
―
�
・

�
、
守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
７
５
８
）
２
０
１
１
。
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ゲ
ー
ム
な

ど
、
年
代
を
問
わ
ず
楽
し
め
る

体
操
ク
ラ
ブ
。
運
動
し
や
す
い

服
装
で
、
飲
み
物
を
持
参
。
一

般
対
象
。
無
料

　
区
内
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル

ー
プ
な
ど
出
演
の
「
守
山
文
化

祭
　
Ｏ
Ｎ
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
が

十
八
（
土
）
・
十
九
（
日
）
の

両
日
、
守
山
文
化
小
劇
場
＝
小

幡
南
一
＝
で
開
催
さ
れ
る
。

　
区
民
ら
の
集
ま
り
同
祭
委
員

会
、
区
役
所
ほ
か
が
主
催
。
伝

統
芸
能
を
は
じ
め
と
し
た
各
種

芸
術
文
化
活
動
を
受
け
継
い
で

育
て
、
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
く

発
表
の
場
に
な
る
よ
う
毎
年
開

か
れ
て
い
る
も
の
。

　
十
七
回
目
の
こ
と
し
も
〝
み

ん
な
で
創
る
夢
舞
台
〟
を
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
に
、
三
十
八
組
が
登

場
。
楽
器
や
和
太
鼓
演
奏
、
舞

踊
、
合
唱
、
ダ
ン
ス
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ス
テ

ー
ジ
を
繰
り
広
げ
る
。

　
入
場
無
料
。
両
日
と
も
午
前

十
時
半
―
午
後
四
時
半
（
午
前

十
時
開
場
）
、
昼
休
憩
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
は
守
山
文
化
祭
委

員
会
事
務
局
（
区
役
所
地
域
力

推
進
室
）
＝
☎
（
７
９
６
）
４

５
２
４
＝
へ
。

　
「
帯
」
守
山
・
桔
梗
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
内
野
　
卓
雄
選

秋
高
し
熊
野
城
址
の
野
面
積
み

　
　
　
　
　
　
　
小
澤
　
喜
久

音
も
な
く
堤
に
群
る
る
赤
蜻
蛉

　
　
　
　
　
　
　
岩
脇
　
　
徹

乙
女
等
の
手
話
弾
み
を
り
旅
の

秋
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
文
恵

朝
寒
の
途
中
下
車
駅
国
訛

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
千
鶴

「
月
光
」
を
聴
き
て
秋
め
く
夜

の
路
　
　
　
　
　
柘
植
登
志
子

軒
端
に
て
蟋
蟀
の
声
日
の
暮
る

る
　
　
　
　
　
　
杉
　
　
久
恵

草
千
里
倒
し
野
分
の
通
り
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
幸
子

鳴
き
尽
く
し
落
ち
た
る
蟬
の
軽

さ
か
な
　
　
　
　
杉
本
　
三
夫

向
ひ
来
て
擦
り
抜
け
て
行
く
秋

茜
　
　
　
　
　
　
小
�
　
典
子

積
乱
雲
高
速
道
を
一
跨
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
名
倉
　
道
子

語
り
部
を
継
ぐ
十
五
歳
終
戦
日

　
　
　
　
　
　
　
菱
田
　
園
子

横
顔
の
父
に
似
る
子
や
庭
花
火

　
　
　
　
　
　
　
笹
山
さ
ち
子

仙
石
原
靄
立
ち
込
め
て
青
芒

　
　
　
　
　
　
　
沖
本
　
温
子

竪
笛
の
真
っ
直
ぐ
な
音
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
節
子

烏
瓜
夜
気
ふ
る
は
せ
て
開
き
そ

む
　
　
　
　
　
　
中
山
ま
き
子

秋
め
く
や
風
の
こ
と
ば
を
受
け

て
よ
り
　
　
　
　
片
桐
　
紀
代

獺
祭
忌
酒
購
ひ
て
子
規
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
根
萩
　
尚
謙

読
み
返
す
秋
の
夜
長
の
「
海
潮

音
」
　
　
　
　
　
内
野
　
卓
雄

〔２〕２０１７年（平成２９年）１１月１１日（土曜日）

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                                          


